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奄美市 PPP プラットフォーム 

「サウンディング」 

案件登録様式 

 

■ 記入票    

項目 記入欄 

１．サウンディング情報  

①団体名 鹿児島県奄美市住用総合支所市民福祉課福祉係  

②事業名 住用地区認定こども園整備事業 

③本事業の現在の検討ス

テージ 

 

1.事業発案 

2.事業化検討 

3.事業者選定 

4.その他（ 同一事業としての整備検討可能 ） 

 

〇住用地区にある約 2800 ㎡の公有地で０～５歳児（定員４０名

程度を想定）までを対象とした認定こども園を整備したいが民

間事業者に導入を期待する機能や事業手法について具体的に決

まっておらず、民間事業者からの助言・提案を踏まえ決める予

定としている段階。 

④サウンディングの目的 ○整備する施設は、認定こども園である。住用地区における保育

施設の現状は、へき地保育所３か所と地域型保育事業所１か所

のみで幼稚園も無い。また、地区内には児童は３４名居住して

いるが、実際に地区内の保育所等に通っている児童はそのうち

２１名である。将来的には地区内に居住する全ての児童が通え

るだけでなく、別地区の児童も通いたくなるような優れた保育

サービスを提供することが目的である。 

⑤民間事業者に対する質

問事項 

〇官民連携手法としてどのような手法が想定されうるか、また、

どの手法が適しているかについて提案頂きたい。 

設計・施工・運営を一体的に実施した場合と、従来の個別に実

施した場合の事業期間や全体事業費についてどのような違いが

出そうか意見をいただきたい。 

○地域内児童だけでなく、別の地区からも児童が通いたくなるよ

うな仕組みや、世界自然遺産に登録された地域資源を活用した

保育事業があれば、提案いただきたい。 

地域資源の例：（周辺施設と一部重複しますが）観光交流施設・木

工工芸センター・内海公園・スポーツ複合施設、世界自然遺産セ

ンター・マングローブ林・黒潮の森マングローブパーク道の駅 

⑥対話を希望する業種 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する業種の事業者の参

加を確約するものではあり

ません 

1.設計    2.建設    3.不動産     

4.金融機関    5.維持管理    6.コンサルタント    

7.運営（                       ） 

8.その他（               ） 
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⑦対話を希望する事業者

の事業展開エリア 

※該当する番号に○（複数可） 

注）希望する規模の事業者を確

約するものではありません 

1.全国展開している事業者   2.当該エリア外の事業者  

3.地元事業者      

4.その他（               ） 

２．事業概要  

（１）基本情報  

①事業の分野 

※該当する番号に○（複数可） 

１.公有財産利活用 ２.都市公園 ３.観光施設  

４.教育・文化関連施設 ５.賃貸住宅・宿舎等  

６.廃棄物処理施設・斎場  

７.インフラ施設（                   ） 

８.その他（               ） 

②事業の種類 

※該当する番号に○（複数可） 

1.新設    2.建替え    3.改修   4.維持管理・運営 

5.その他（               ） 

③想定する事業類型 

※該当する番号に○（複数可） 

1.サービス購入型   2.収益型   3.混合型 

4.その他（ 未定  ） 

④想定する事業の手法 

※該当する番号に○（複数可） 

※PFI 事業方式（BTO、RO 等）

が具体に決まっている場合、

「1.PFI 事業」の（）内に記載

ください。 

１.PFI 事業（   ）方式 ２.DBO 方式 

３.包括的民間委託 ４.指定管理者制度  

５.コンセッション 6.Park-PFI 7.土地の賃貸借 

8.土地の売却・譲渡 9.建物の賃貸借 10.建物の売却・譲渡 

11.その他（DB 方式との意見が行政から出ているが現時点では未

確定。） 

⑤事業内容 

※事業の内容を簡潔にご記入

下さい 

現在、住用地区はへき地保育所３施設と地域型保育事業所１施

設の合計４施設が整備されている。しかし、そのうち東城へき

地保育所は H29 年土砂災害により使用不能となり、現在、集

会場の一部を借用し運営している。よって、早期の認定こども

園の整備が必要となっている。 

市として導入を検討している機能は以下のとおり（０～２歳児保

育・保育時間拡充・給食の提供・延長保育・幼稚園機能・一時預

かり） 

⑥現状及び課題  ０～２歳児の定員が５名と少なく、３～５歳児の通う幼稚園も

無い。また保育施設の老朽化や施設整備に伴う保育士の確保等の

課題もあり、これらの課題を解消すると同時に将来も見据えた施

設整備が求められる。 

⑦前提条件 

※事業化にあたって事業者に

考慮してほしい事項等を簡潔

にご記入ください 

０～５歳児対象で定員４０名程度の認定こども園の整備。 

世界自然遺産登録地である立地を生かし、地域の歴史に即した独

自の保育・教育を実施するにふさわしい施設整備も検討している。 

⑧事業スケジュール（予

定） 

令和 5 年度  提案書・事業者公募 

令和 6～７年 事業者選定・施工 

令和８年度  供用開始 
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（２）対象地  

①所在地（交通情報含む） 鹿児島県奄美市住用町大字摺勝字廣 555 番１３の一部 

②敷地面積 約２８００㎡ 

③土地利用上の制約 一部イエローゾーン区域 

④所有者 奄美市 

⑤周辺施設等 対象地区内に観光交流施設・木工工芸センター・内海公園。 

1km 圏内に小中学校・老人ホーム・スポーツ複合施設。 

⑥対象地周辺の環境 内海に近接しており、周辺に民家は少ない。 

⑦その他 

(上記項目以外の情報、特徴、留

意すべきこと等） 

地域性(環境・歴史等)の観点から木造での建設も視野に入れてい

るが，台風の被害を受けやすい立地であることを懸念している。

この点についても助言・提案をいただきたい。 

本事業と同一スケジュールで供用開始を目指している「笠利地区

認定こども園整備事業」との同一事業としての整備についてもご

意見をお聞かせください。 

  


